
昭和 62年 3月 22日

会 員 各 位

つつ じが F■ 白治会

会  

第 12回 定時総会鋪鰹のお知 らせ

春の憲鏡を感じる今自こあ鎖、会員各位鍾おかれまして |よ 益々機健麟のこと

とお慶び申 し上げます。

つきましては、第 12鐵 菫時総会を 卜記のとおり縫催することとなりました

ので万障お繰り合せり上、鶴出席鷺きますよう鶴案内華 し上げます。

誡

1.晨  購   躍織 62年 4潟 5霧 (目 )奪1統 9鋳 30分 ～ 12時

2.場  所   鵜溜地区体育館 (上 池公園内 )

3.議  題   (1)61年 度会務報告及び承認の件

(2)61年 度会議:報 告及び承認の群

(3)62年 度自治会活動・ 基本方針案の審議及び承認の件

(4)62年 度予算案の審議及び承認の件

(5)役 員 (会 長、副会長、会計監査 )改 選の件

(6)そ の他

 なお、準備の都合上、出欠を次頁出欠票にご記入の上 3月 30日 までに各班

長さんにご提出下さい。また、当日やむを得ず欠席される方は委任状も合わせ

てご提出下さい。

第１２回つつじが丘自治会定時総会議案書



61年度自治会会務報告

私達の街つつじが丘の「新しい街づくりJ運動も今年度で 11年 目を迎え、昨年 1

0周年記念行事等が行なわれました。現在までの自治活動を上台として今年度は新し

い節目のスタートとなりました。急速姓増えつづける会員数も800戸 を越え活気に

溢れる明るも`街とt/て 発震してゆく事はよるこばしい事ですが、今後、さらに、より

うるおt｀ のある、安心して住ぬる環境づくりを実現して行くことが自治会の重要な役

割ではないかと思います。

今年度より8広報会体制となり翻地朧の町内体ti lが 確立し年鐵行事も定種してきま

した。各専問委員会的具体的な轟動については、後述することにしますが、自治会溝

動全般にわたつて住民のみなさんのご協力と各役量の積極的な努力によりその成果を

得られたのではなヤヽかと思い載す。

1.集会所驚業につキヽて

かねてから警望のありました策会瀬ゆ鸞纂につもヽて、金震おふの参鮭矩より増築

検討鑽幾会を講殺し種々検討を菫なた範難、31年 《2潟 鍾着Iし 62年 4爆 :こ 駿

Iの は蔵びとなりました。簸駆体育麟と併せ自治会懇動及び各種翻憾砕減難e蠅点

が充実し、文化・ スボ…ツ・ 自治を深め住民相互の親陸がよリー層発震することを

驚織しています。

2.薄水処理施設鍛弓1機 につ転ヽて

61年度総会方針にもとずき、汚水処理饉設の製人からのう1継等闇瞳について委

員会を設置し、あらゆる角度から検討をすすめております。年度当初、委員会への

参節を公募した結果、各広報会長を含め 15名のメンバー構成により委員会を発足

させることができました。委員会では、汚水処理施設の専門的な知識の勉強と、施

設弓1継の問題点を整理する段階まですすんでおります。今後、具体的に問題点を薫

つめてtヽ くことが課題であります。



3.タ イムズつつじが丘の発行について

団地新聞タイムズつつじが丘は、自治会からの伝達、会員間の情報交換や親睦に

重要な役割を果たすものです。

編集体bllの 不備等で今年度は2回の発行となり目ntlが 充分に達成できませんでした。

今後より充実した体制で新聞づくりを進めていく必要があります。

4.自 治会組織につしヽて

今年度より自治会長は広報会長が兼務することになり自治会から市行政への働

かけが一本化し、又、自治会運営も円滑にすす等ることができました6今後とも

総会糠覇等講鋳委員会の答申を響菫しながら自治会温動をすす録ていきます。

61年度のおもな活動

鱚 蘇・ 言質彰 鯰踊
続災の映画と講演会 (23爾 )  1筆 爆

人木山夏まつり(23、 24日 )

(育成会
‐
l‐ 催

新班長オリエンテーシヨン

鑢 震縛、 4轟 )緩 議 鑓 )|

成会主饉 )

織織等譲鷲委員会最終答摯

1月 IA来曲ク醸スカントリー (11日 )

(育成会主催

新班長オリエンテーシヨン



(広 報 委 員 会 )

61年 度広報委員会は自治会の諸活動及び市行政やその強公共団体からの依

頼、要請、会合、行事等に対処 してきました。又、圏地向における轟問題を役

員会等で審議検討 し、各広報会相躍の運編 、協調を図りながら円滑な運営と遂

行に務め ました。特に次のことに努力 しました。

1.集 会所増築のため市へ助成金の申請を したところ、62年 度予算で35
0万 円の助成金交fblの 承認を得ました。 (諸 般の部合で 12月 着工 業

者への前払金 300万 円を積立金から支出 した )

2.公 国内遊戯器具の補修及び掲示板等町内施設の増設を市へ要望 し実現さ

せました。

3.の り面の草メJり 等管理対策で市行政の責任と体制につき市へ要望 し意 し

た。

4.汚 水処理施設の移管 、運営について検討 しました。

5,育 成会行事への参加、協力を しました。

のり面対策は、単につつじが丘のみでなく市全域にも係る問題で、市の方途

,意 向など回答を得るには、かなりの日時を要すると思われるので、当面、出

来る範囲での方策を議じ散す。

汚水処理の件は重大な問題で 61年 度は汚水処理委員会で検討 しましたが、

公共下水選 とのからみから、先々周辺地域 との連携もあるなど、単に興人との

契約移筐できない将来の購遷があります。62年‐
FAは 引続き具体的に検討 しま

す。

従来からの聞幾点 として、獅金の取撤い、道路交通、居住環境公害がありま

す。役員会で検討し対策を譲じましたが、これらは、今後も生 じ続けるでしよ

う。



募金の取扱いについては、60年 度総会で問題とされました。市やその他

共的団体から員標額を示されるのは強制ではなもヽかとの声があります。長年

続されているものは定着化 し、確かに押付けと解されますが、あくまで相互

助の善意が主旨でありますので目標額にかかわらず住民のみ /3‐ さんの自由意

により判断 し対難 して下さればいいと思います。

道路交通 (特 に路上駐 車 )、 犬や猫の糞、工事中の騒音等居住環境 etJ公 害

自治会 としては、法規にもとずき注意 、勧告など応文の対策は講じますが、 IIJ

内住民の自籍や機人的反目ともなるような規制はできません。住民相互の良

と善意に頼るところが大きいと思います。

この数年鶴に住民も増加 し、自治会の組織的運営は向上 しましたが役務の

00は 著 しく広報会役員 (会 員も同じですが )の 苦労が多くなりました。その

力に敬意を表 しお礼申 しあげます。

会員各位には、このことをご理解のうえつつ じが丘全体のコミユニテイー

形成に一層の協力をお願い します。

(環 境 委 員 会 )

。公国清掃の徹底について

各広報区侮に定期的に実施され清潔な'状 態が維持されて 0ヽ ます。皆さ

の協力を得て今後もこの保持に努めていかなければなりませんが、一

で公腱清掃区域の分担の在 り方や清掃回数及び時 FESを 統一化 してほ し

との要望がありますので検討 してtヽ く必要があります。

。園地内の大韓陰について

春、秋の 2回 実施 しました。みtは 市民溝機と一本化して

`7な

い行事の

避化に成功 しました。今後もこの方向で審も一方化 して (′ きヽまづ
~。

日

行き届かない団地角周置の法面の車対り等を春心に実施 t,ま した。し

し法醸の事刈 りは、住民サイ ドで実施するには,11無 上危読:iだ:ぶ 常韓i
きいことも事実で市で実施するよう働きかけていま1。



ゴミステーシヨンの清掃について

可燃物、不燃物ステーシ 姜ンの清掃は各々、清掃当番により消轟、清撮

が実施されてや`ます。皆さんのご協力、有 riiぅ ござιヽました。又彊久的

なゴミステーシ ヨンの設置を検討する時難が来て慧`ると思われます。

不在地主宅地の除草本 lt‐ つも`て

不在地主 266区 画について、 4月 早々市役所で住所を確認、 4燿 20

震短饉草木の dllり 取り鍾 'つ も`て参アンケー トを往復ハガキにて発選 し、

ハガキの返事なき 76区 面は漏 IIに て電議番号を轟査 し、薦は麗児島

から北は札続 まで電話問合せの結果、 265経 藤の方より園答を鑑き最

終的に 151甕 薗が海治会に鶏 り取 りを崚畿され、残 りの 11輝 区藝が

所有者自身又はその他の方法で、夏及び秋舎二回難草本の刈 り取 りと除

去処分を行なわ 4Ъ ることになりました。

自治会への依頼者は、量人 34区 画名古屋テンピ9区 醸を含め 194区

面になりましたので、夏及び秋の 2回 雑革本の刈 り取 りと刈り取 つた雑

草木の除去処分を含めての価格の見積 り依頼を 3社 にもとめ、結果最低

価額の各務原造国がA¥8,000(155区
~Ej)13¥9,000(2

1'区 画 )C¥12,000(14区 画 )D¥21,000(3区 画 )で

受注 し、契約にもとずき 7月 及び 10月 の 2回 雑草木の刈り取 りと除去

処分を行ιヽました。

所有者自身又はその他の方法で行なわれた 115区 画の方の内98区 画

の方は、夏、秋の二 FE3完 全に実施されました。残 りの 17区 画のうち9

区醸は、覇は実鱚されましたが秋は未処理のため少々 1轟 軍が残 つていま

す。麗、棋の二機とも未建瑳は3区 画 と棄圏答の 1区 画 6pp合 ゎせて9区

悪ですが、家庭の不幸が続いておられる 4藤 麓以夕:・ の方は、騒住む意志

がない方の様です。二国とも薫銀畿の 9墨 薩以外の 257区 藤は、 26

6区 麗の 96.6%に あたり不快害虫の発生諏を維絶 し、鵜革による大

難鋳止にも役立ち町内の美 1と に貫献でき審さんより多大の許∫優を戴き喜

んでしヽる次第です。現在 255区 画の空地がまだ有 り、今後もこの様な

方法で継続 して0｀ きたいと考えております。又一部の空地の隣家の住民

の方で
｀
隣地の革 /11り にご協力戴 tヽ た方には厚 くお礼申 し上げます。尚 8

丁露漁画の結草は、文災防止の見地より消防署より所有者の市へ草 bllり

を実施する様通知するとの話が有 りました。



6.

犬の糞書について

犬の糞の処理につきましては二回 回覧文書を流 し啓蒙 しましたが一部

の無分別な飼主のため躍 つているのが実情です。今後 とも根気よくPR
に努めて行きたいと考えております。

緑化対策について

60年 度より篇[績|し て 8丁 目法面につつじが丘の名称にちなみ 1)つ tり を

援樹する計画で れたが、法画の維持管理の根本的な問選を検討解決 して

から行 つた方が良ウ`と考え、今年度分として集会所も増築整霧され′ます

のでその周臨につつじを主体に植樹致 します。

団 j造 内ψY置 の構本の勢定や機樹につきましては、Fll内 の録イヒ|[対 する有

講者の趣力をもとめながら実施 していく考えです。尚財麗法人花の会よ

り桜 30本 花桃 20本 の寄附が有 りましたので上池公圏その他に植付け

致 しました。

清掃用具について

各広報区の清掃用具で若干不足があり購入補充 しました。公圏等の樹木

剪定用員を購入集会所倉庫に整備 しました。革刈り機及び燃料の管理に

ついて問題がありましたので集会所に自庫を購入 し保管を完全に致 しま

した。又、各公園等の倉庫の備品台帳を作成 し弓1継 ぎを完全に行える様

にしました。              
｀

上記以外の問題 として、建築業者が償:溝 にセメン ト、ベンキ等を絶 したり空地

IIガ 1/キ 等を捨 てたり等々で住民の皆さAFよ り苦11が 有りますので注意書薦を

1ド 成 し業者に懸布 し静力を要需 しました。

最後に女11が 大 1ヽの 五五1姜 員会が、一年麟の任務を11荷 てきゴ:し たことは4
度の■登各位 、:=内 の告さん、ス1在 lL ilの 方

‐々の 2111」」と島 ぎ tFに ごi番 も ti

ぼ くお事む申 し上げまづ。

7.

一■
　
一、■



(「防 ぶ楚 言姜 f議 )

防災意識の高揚について

5月 25日 (日 )に 例年の毎く春の防災訓練を行う。但 し内容については

60年 度 と趣を変へ、東溝隣響に相談 し協力を得て、大災発生鷹饉と初鶏

溝大についての議機と満爽機の取扱い、初購消究の映画上映を符う。 (参

加者約 120名 )

11調 9日 (日 )に 秋の難隣譲1織 を東消防霧員 9名 と、商町消 3/」 団員 7名

の指導 と協力を得て各広報区を 4ブ ロックに分けて消大栓による放水撃1籍

(約 1時震 )と 2プ 溝ックにてのテンプラ織火災の窒息消大群I練 (約 30
分 )。 梢文霧だよるオイルバン爽豊の満文譲1糠 (約 30分 )を 各女性を主体

に行う。 (参 加者約 130名 )

秋の消防講i練 に関 しましては、管さんの行動が非常に積極時であ つた事と、

女性が継究栓だよる旗水者経験 した事が有欺義で轟 つたと感ギまぢが、隣

美意議■,感 覚から鬼れば参爆書数の少なさと、事春鬼1ボ の中 !1は 、こう云

う衝事は役負が参加すればと量う様な受 i圭 勢方をさ ttて いる事もれ :キ ごぶ

藤の低さを感じざるを得ませんでした。今後の対応としては、文共予鋳に

関するアンケート議蓋を行う等級面を通じての意識薦鞣を計ると鸞簿軽、

年 2圏 の総合議1糠 にて終らず小浸襲にて可能な融惨回造を多く行う事が心

要とWli断 されます。

2.防災設鷺の充実について

60年 度にう1続 き消火栓ホースを住宅の密集度とホースの設置状況のバラ

ンスを考え東消防署の指導を得て 4、 6、 1丁 目に各 1基 の新設と 2丁 目、

3丁 目では現存のものを消文栓の近 くに移設 しました。

現在消火栓 とホースの同位置の設置数は 23箇所となりましたが、尚消火

栓が設置されていてホ…スの設置がなく、住宅密度から見て設置が必要 と



■

‥

思われる箇所が 8丁 目に 2箇 所 、 5丁 目に 1箇 所の計 3箇 所有り62年 度

に実施を望みます。

交通安全について

59、 6● 年度にISl多 くの横断歩道、一畳停 1ト ライン畿示、壽…ブミラ

億等機の新議が市に要講されておりますがその発んどが実鰭されてもヽな

のが魔状です.61年 度はその中で特に危険な箇所又実雛に事栽勢発生

た饉所を 7饉 所にしば つて 7月 に市に申請書を提機 tyま した。議耐派出

にも構力を甍譲 しましたが傷も実籐されておらヂ今後蒔鸞轟につい(再

討が必要 と考えられます。

懸地鋼の諸上駐車聞轟については、横員会、班轟会、隣長甕量食 ]そ 傷鷲

策につ tllて 襲々検討を行 つてきました。襲慇派筵鱗にも機の艶地鉾状溌と

意見を求めましたが、どの熙地縄於ても賦 t」 就職ほで、憧々の議会鍾よ

な湊 しかないのではとつ甦鮮で した。鋳災委員flた してti打 鑢簸の一裁

して賞務れこぽ 1)て おられる方 々の実溝孝憾魯ギくクレ・ ■、費書作織線を

般 し 2点 の義畠がありました。その経客ゆ表 :11i工 お菫 i｀ に交壼道 :≒ 韓撻

て鮨人に進撃をかけなι`駐車を手各 .特 に亀
『

:11蠍 わ摯=小 箇所、金惨走

絶対抵避けるべきである。又車が増える勢は社会ガ
=を

要求 t″ て力ヽる以

lLむ を得な tヽ 事であり、農心時な駐車を要求す豪た録 |こ 筑えば侮溝の爵

取付けなるべく内備に駐華する戴:指 導 してはとの貴重な意見がありまし

が要は住民の方々の農識であると考えます。又 トラブルのあ つた場合はお

互い機々の議合いによる解決を望みます。

圏地内 20K韓機限標示板の赤鐘が多大であり鍮数 26本 の塗装禰修を実施

しました。

その他

防犯灯の増設を 10灯 市へ申請 し9灯 が設置されました。

，

“

3)

4.

1)



2)各家庭へ消文器の (25本 )議 替 (20本 )の 斡旋を行いました。

3)各 家庭の非常持出 し袋の所持数をチ エツクした結果、総数 226個 の不足

があり南に手配 し230個 の支給を受け配布 しました。

4)盆 踊り大会、夏まつり、運動会等自冶会の主催する行事の実施に当り交通

整理や団地内の書備を実施 しました。

防災と云う立場から考えれば、まだ々やらなければならない事が数多くあ

りますが、労力と予算に限度があり実施することが出来なかつた内容につ

いては、今後、順次実施する必要があります。

(文 化 体 育 委 員 _~〉

文化体育委員会活動の最構は 7月 26昌 (■ )27日 (日 )に 中央公震で

行われました盆寵り大会です。今年は梅雨明けが選く、天鱗が心優3さ れまし

たが、練習日の初日から快籠に意まれ市長を初め地元議農の方々にも擬来場

を嚢き、約 500世 帯 .1,000人 以上の参議を頂きました。会場が狭 く

思われる程の盛況さでした。

自治会の役員の方々を初め蛹人会、子供会、寿会、民議同好会等の方々の

鶴協力 と御指導を頂きました。特にヤグラ設営の日は終 餞雨の中での作業に

なり大変で し 又、各広報会からは色々■夫を凝らした夜店を出 して頂き

好評で した。

そ して団地内外の商店、病院、銀行、近鱗の自治会等 55日 もの機機賛を

頂きました事も鶴報告致 します。

次の行事は八木山校下運動会です。これはrAtク 丘自治会 との連合ですので

両自冶会 と体育振興会の主催、育成会、社会福祉協議会、八本山連合支部の

機構で行われ、市長、続長先生、地元議員の皆様にも靭出席を頂き約 3,0

00名 の参加者で終日曇 りの一日で したが『 進んで確藤躊Jづ くり』というテ



―マ と共に体育の日の一 日を楽 しく遇 して頂きました。役員会 、子供会の方

々、50名 余 、両自治会では 100名 余の書様には、9月 初旬から休 日毎に

実行委員として御協力を頂きました。競技内容も一つ二つ変えました所 。好

・ 不評 。両意見も有 り次回の反省材料に伝えようと思 つています。他に反省

点として子供達の応援合戦の順位をつける是非、又、年代別 リレーで一部年

代層での選手集めで各組班長さんに大変卸苦労をお掛けしましたので、この

点も含めて検討 して頂 く様お願い申 し上げます。

最後に市民展を 11月 2日 (日 )3日 (祭 日 )と 2日 間地区体育館におい

て開催致 しました。 130名 (200点 余り )の 方から出品を頂き、園芸、

手芸、経物、華道、書選 、絵画等すばらしい数々の作品を300名 余の方々

に御来場を頂き芸術の秋を楽 しんで頂きました。

反省会ではこれだけの展覧会ですからもつと大勢の方々に楽 しんで頂く方

法ばないので しょうか、と言う事で した。例えば PRの 方法、3ab催 蒲間の延

長、他の催物 と一羅に行なうなど・・・ 、鶴題点も色々有りますが時鷺を掛

けてでも検討する課題ではな 0ヽ かと思います。

以上が文体委員会の ii3動 内容です。何も駅らない者ばかり8人 が集 つた今

年度吟文憶委員会ですので壼らなもヽ所も多々あつた事 と思いますが、何 とか

無事下年間を終る事が出来 ました。これも自治会役員、各団体、同好会等の

皆様始め、住民の方々の御擦力 と鸞支援の勝場 と文体委員一同厚 くお礼を申

し上げて一年薔の活動報告を終 ります。

メ モ  (御自由にお書 き下さい )



昭 和 6■ 年 度 会 計 報 告 書

(注 )集会所篭業準繊金iよJこ和61年 12月 に前波し豊、投ぴ62年 2月 、3月 に中闘支払いとして き計
440万 西村建設様 :こ 支払つ■,

一 般 会 計

(基金の部 )

料 目 金 額 備 考

露和60年度基金残高 161885,713 F.和 61年 2月 28日現在

昭和61年度増llI分 2,260,000

合 計 19,145,713 昭繰62年 2月 288現在

(積立の部 )

科 目 金 額 織 考

緊急■害時準備金 800,000 昭和56-59年 度分定耀預金

緊急災害詩準備壼 200.00〔 ) |こ和60年度分定期猥壼

緊急災害時準備金 200.000 躍和61年度分定期預壼

お本処理施設ニカン基準鶴金 880,000 贈和61年度分普通濃壼

集会所増築輩鋳金 (2,000,000) 昭撫65-59年 度分定螺預金 (注〉

集会厳増築準備金 (1,200,000) 昭和60年度分定期預金 (注 )

築全所嫌業華犠金 (1,200,flう 0) 電和61年度分 (注 )

金 2,OSO,000

く収入の部,

料   目 当初見込み額 収 入 額 備 考

献年度崚越金 1,262,673 1,262,673

自治会費 4,680,000 4,'48,000 500X9496戸

自治会入会金 60,000 901000 90戸

自治会基金利急 880,000 806,419

広報会長報酬 432,000 461,000 9/27 1229,800     2/24 挙231,200

広報紙配布手数料 702,000 715,500 9/27 1355,950     2ノ 24 1359,550

分別収集協力報償金 O 95,100 9/27 147,340      2/24 摯47,760

公口清掃報酬 259,000 259,000

雑収入 381,500 185,038 定鶏預金利息 ,その他

合 計 8,657,173 8,622,730



自 治 会 総 会 費

街 路 灯 電 気 料
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汚水処理施設の準奮奏層 880,000 8暮 0,000

1,200,00011,20も ,000
200,000

1,072,173

8,657,173

集 会 所 増 築 準 備金

緊 急 災 害 時 準 備金 200.000

47,000

7,255,376
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交通観識塗替 ,文字書き26本等
略綱縮等
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8,622,730

62年度繰り越し

1,367,354

以上、昭和61年度決算報告に誤りのないことを証現します。

会計監査



(収入の部〉

広報紙配布手数料

昭 和 62年 度 予 算 案

756,000 旱900)(340タ ン

1001800 撃120X840ケ ン

2●●9,O C1 0

均等割平18,000X3・ 144,000 世帯割ギ400X340=386,000

鑽
擦力報債金

1公難構播報瑕

道路愛譲者賞誉金

美しい町づくり奨職金

預金利息

29,400(135X840ケ ン)

34,000(事 100X840ケ ン)

73,000

8,947,054

前年度繰越金 1,367.354 (見込み〉

5,0401000 事う00X840ケ ッX12カタ
゛
7

準10001ン X40ケ ン

摯19,000,010X3.15=

自治会入会金 40,000

712,600

480,000

簿収メ、       :   191,400



(支出の部 )

科 日 予  算  額 備 考

自 治 会 総 会 費 50,000

街 路 灯 電 気 料 1,100,000 電気潜1760,000 修理料340,000

費
費
費
費
費
費

係
　
信
入
託
議

関

務
通
購
委
会

局
　
通
品
計
備

務
事
交
備
会
予

事 560,000
(220,000)
(10,000)

(220,000)
(10,000〉

(100,000)

事務用品等

集会所増築に伴う備轟等

集 会 所 運 営 費 300,000 光熱費等

広 報 会 活 動 賛 1,260,000 り1500X840,ン

費
費
費
費

策
策

興
策

対
用
対

対
掃
撮
化

境
清
清
緑

環 400,000
(150,000)
( 30,000ヽ
(150,000)

ごみ袋、クレゾール、革メ職 ガ ソリン等

費
費
費

資
金

品
鶏

策
事
災
備
賛

行
防
　
団

対
　
　
具
防

災
域

器
消

■
防
地
檄
酬

防 650,300
(50,000)
(50,000)

く400,000)
(150,000)

隣災訳維等 (事務費含む ,

道路様示等整備

消火栓ホース3基・lM設 0000,000)、 ホース修理(50,000)等

費
用
用
費

育
費
費

事

り
会
行

体
驚
動
間

化
拿
運
年

文 6001000
(350,000)
(200,000)
(50,000) 市民展等

タイ想
゛
つつしが丘発行費 130,000

各種団体助成金 470,000 寿会80,000 婦人会80,000 子供会250,000育成会60.000

地域社会交際費 150,000

汚水処理施設の準備金 712,000

集会所増業準備金 1,200,000

緊急災書時準備金 200,000

一般予備費 1,165,054

合 計 8,947,054
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